
電
機
・
電
子
部
品

　
東
日
本
大
震
災
で
各
地
の
発
電
所
が
停
止
し
、
電
力
不
足
の
長
期
化
が
避
け
ら
れ
な

い
日
本
。
今
後
の
電
力
需
給
逼
迫
を
無
事
乗
り
切
る
た
め
に
、
原
子
力
に
頼
ら
な
い
発

ひ
っ
ぱ
く

電
シ
ス
テ
ム
や
、
工
場
や
事
務
所
、
家
庭
で
の
節
電
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
節
電
対
策
は
た
だ
の
緊
急
避
難
的
な
措
置
で
は
な
く
、
長
期
的
に
は
コ
ス
ト

削
減
や
グ
リ
ー
ン
化
と
い
っ
た
日
本
企
業
の
競
争
力
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。
電
機
・
電

子
部
品
業
界
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と
い
っ
た
省
エ
ネ
を
支

え
る
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
日
本
経
済
や
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
。節

電
対
策

工
場
・
家
庭
待
っ
た
な
し

自然・省エネ機器脚光コスト減、競争力強化への一歩

局
所
冷
却
を
実
現
す
る
Ａ
Ｐ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
「
ハ
ッ
ク
ス
」
。

電
源
、
空
調
、
管
理
を
統
合
化
し
た
ラ
ッ
ク
対
応
の
冷
却
シ
ス

テ
ム
と
の
組
み
合
わ
せ
で
効
率
が
高
ま
り
、
一
般
的
に
約

―

％
の
電
力
量
を
削
減
で
き
る

京セラの太陽光発電システム。納入先は住宅用から学校、商業用まで多岐にわたる

停
電
予
防
策
で
Ｕ
Ｐ
Ｓ
特
需

つ
く
ろ
う
日
本
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
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自
家
発
電
に
注
目

　
今
回
の
大
震
災
を
境
に
、

原
子
力
発
電
に
依
存
し
た
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
転

換
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
長
期
的
な
電

力
不
足
の
観
点
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
や
家
庭
で

の
自
家
発
電
の
重
要
性
が
増

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
は
温
暖
化
対
策
の
切

り
札
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
が
、
そ
の
な
か
で
も
、

太
陽
光
発
電
が
電
力
の
供
給

源
と
し
て
脚
光
を
浴
び
そ
う

だ
。

　
自
治
体
の
補
助
金
や
余
剰

電
力
買
い
取
り
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
は
家

庭
用
を
中
心
に
２
０
１
０
年

か
ら
大
幅
躍
進
し
た
。
長
期

的
な
電
力
不
足
の
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
、
家
庭
や
工
場

に
お
け
る
発
電
に
期
待
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
大
手

の
京
セ
ラ
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
に
力
を
入
れ
る
企
業

の
一
つ
。
納
入
先
は
住
宅
用

か
ら
学
校
、
商
業
用
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
ほ
か
、
日
本
を

問
わ
ず
世
界
中
で
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
る
。

　
同
社
が
販
売
す
る
住
宅
向

け
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
、
停
電
時
で
も
太
陽
光
発

電
に
よ
る
電
力
が
利
用
で
き

る
自
立
運
転
機
能
を
備
え
て

い
る
。
通
常
、
シ
ス
テ
ム
は

自
動
運
転
に
な
っ
て
お
り
、

電
力
会
社
と
つ
な
い
で
電
力

の
売
買
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
停
電
時
に
手
動
で
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
こ

と
で
自
立
運
転
機
能
が
働

き
、
太
陽
の
出
て
い
る
時
間

帯
は
日
射
量
に
応
じ
て
発
電

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
電

し
た
電
力
は
パ
ワ
ー
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
本
体
に
電
化
製

品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
つ
な
げ

る
こ
と
で
利
用
が
可
能
。
そ

の
た
め
、
大
規
模
停
電
に
陥

っ
た
際
で
も
、
テ
レ
ビ
や
携

帯
電
話
の
補
助
電
源
と
し
て

役
立
つ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
持
ち
運
び
が
で

き
る
モ
ニ
タ
ー
「
エ
コ
ノ
ナ

ビ
ッ
ト
」
を
使
え
ば
、
発
電

状
況
や
消
費
電
力
、
売
買
電

力
な
ど
の
情
報
を
随
時
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
月

の
消
費
電
力
量
の
目
標
値
を

設
定
し
、
一
日
の
終
わ
り
や

月
末
に
進
展
度
合
い
を
確
認

で
き
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
見
え
る
化
に
よ
っ

て
、
節
電
の
意
識
向
上
に
役

立
つ
。

　
一
方
、
同
社
が
販
売
す
る

住
宅
向
け
の
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
「
サ
ム
ラ
イ
」
は
、

複
雑
で
小
さ
な
屋
根
に
も
無

駄
な
く
搭
載
す
る
こ
と
が
で

き
、
レ
イ
ア
ウ
ト
性
に
優
れ

て
い
る
。

　
３
月
に
は
太
陽
電
池
セ
ル

枚
を
使
用
し
た
出
力

・

５

タ
イ
プ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
追
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
同

と
同

タ
イ
プ
の
２

種
類
と
、
効
率
良
く
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
設
置
容
量
が

向
上
。
従
来
に
比
べ
て
屋
根

全
体
の
出
力
が

％
高
ま
る

例
も
あ
る
と
い
う
。

　
京
セ
ラ
は
住
宅
用
だ
け
で

な
く
、
商
業
や
公
共
施
設
向

け
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
販
売
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に
イ

オ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

Ｓ
Ｃ

向
け
の
設
置

容
量
は
累
計
で

メ

ガ
は
１
０
０
万

以
上
に
お

よ
ぶ
。
最
近
で
は
３
月
に
国

内
の
商
業
施
設
向
け
で
は
最

大
級
と
な
る
「
イ
オ
ン
伊
丹

昆
陽
Ｓ
Ｃ
」

兵
庫
県
伊
丹

市

に
発
電
容
量
９
６
０

分
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
納
入

し
た
。
年
間
の
発
電
電
力
量

は
一
般
家
庭
の
約
２
１
０
世

帯
分
に
達
す
る
。

公
共
施
設
で
実
績

　
ま
た
、
学
校
向
け
で
は
、

政
府
が
経
済
対
策
と
し
て
提

唱
し
た
「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
」
構
想
で
シ
ェ

ア
１
位
と
な
る
１
２
０
０
件

年
１
月
時
点

の
設
置

件
数
を
達
成
。
公
共
施
設
向

け
の
実
績
は
伸
び
て
お
り
、

信
頼
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
大
規
模

停
電
の
予
防
策
と
し
て
、
無

停
電
電
源
装
置
Ｕ
Ｐ
Ｓ
を

設
置
す
る
企
業
、
家
庭
が
増

え
て
い
る
。
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
電
力

供
給
の
ト
ラ
ブ
ル
時
に
電
気

を
止
め
る
こ
と
な
く
給
電
し

続
け
る
電
源
装
置
。
停
電
な

ど
の
電
源
障
害
が
発
生
し
た

際
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
安

全
に
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る

た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源

を
供
給
し
、
機
器
の
デ
ー
タ

損
失
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

破
損
を
防
ぐ
役
割
を
担
う
。

　
通
常
は
０
・

秒
単
位
の

電
圧
変
動
や
停
電
に
よ
る
デ

ー
タ
損
失
な
ど
の
リ
ス
ク
回

避
が
目
的
だ
が
、
震
災
以
降

は
東
北
・
首
都
圏
で
の
計
画

停
電
の
対
応
策
や
、
今
夏
の

電
力
不
足
に
よ
る
大
規
模
停

電
へ
の
予
防
と
し
て
、
企
業

や
個
人
ま
で
購
入
に
動
い
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
国
内
販
売
ト
ッ
プ

で
、
仏
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
製
品
を
扱

う
米
Ａ
Ｐ
Ｃ
子
会
社
の
エ
ー

ピ
ー
シ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

東

京
都
港
区

は
、
生
産
拠
点

で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
工
場

で
日
本
向
け
を
優
先
的
に
出

荷
す
る
体
制
を
整
え
た
。
特

に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
小

型
製
品
に
つ
い
て
は
通
常
の

船
便
か
ら
航
空
便
に
切
り
替

え
る
な
ど
、
よ
り
迅
速
な
入

荷
体
制
に
移
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
被
災
し

た
地
域
の
学
校
、
病
院
の
Ａ

Ｐ
Ｃ
社
製
Ｕ
Ｐ
Ｓ
を
無
償
リ

プ
レ
ー
ス
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
。
宮
城
県
、
岩
手

県
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
の
６
県
の
学

校
や
病
院
を
対
象
に
、
地
震

や
津
波
で
故
障
し
た
製
品
を

無
償
で
新
し
い
Ｕ
Ｐ
Ｓ
に
交

換
し
て
い
る
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ

Ｃ

向
け
の
Ｕ
Ｐ
Ｓ
を
手
が

け
る
同
社
は
、
Ｄ
Ｃ
の
省
電

力
化
に
も
乗
り
出
し
て
い

る
。
節
電
対
策
は
電
力
の
安

定
供
給
と
同
時
並
行
で
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
火

力
、
水
力
発
電
所
な
ど
の
復

旧
に
よ
り
、
政
府
に
よ
る
夏

場
の
電
力
削
減
幅
は
縮
小
さ

れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

企
業
や
家
庭
は
電
力
消
費
の

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
要
求
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
部
電

力
の
浜
岡
原
発
が
停
止
す
る

中
、
今
後
は
西
日
本
で
も
節

電
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
た
だ
、
Ｄ
Ｃ
の
よ
う
な

時
間
３
６
５
日
の
稼
働
が
避

け
ら
れ
な
い
イ
ン
フ
ラ
設
備

な
ど
は
、
工
場
や
事
業
所
の

よ
う
に
特
定
の
時
間
帯
や
曜

日
の
電
力
量
を
減
ら
す
こ
と

は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｃ

の
移
動
や
集
約
化
と
い
っ
た

効
率
化
が
進
む
半
面
、
統
合

に
よ
っ
て
発
熱
量
は
大
幅
に

増
大
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
最
近
で
は
「

空
調
の

た
め
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
上
昇
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
」

Ａ
Ｐ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

の
有
本
一
取
締
役
と
い
う
。

局
所
冷
却
を
実
現

　
空
調
の
コ
ス
ト
が
右
肩
上

が
り
す
る
中
、
同
社
は
冷
却

方
式
に
着
目
。
従
来
の
冷
却

装
置
は
部
屋
全
体
の
温
度
を

冷
や
し
て
い
た
が
、
発
熱
体

の
近
く
に
冷
却
装
置
を
設
置

し
、
局
所
冷
却
に
す
る
こ
と

で
効
率
的
に
排
熱
を
処
理
す

る
。
こ
う
し
た
局
所
冷
却
を

実
現
す
る
の
が
「
ハ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
ラ
ッ
ク
列
の
冷

却
を
最
適
化
す
る
シ
ス
テ

ム
。
機
器
か
ら
排
出
さ
れ
た

暖
か
い
空
気
は
ド
ア
と
天
井

パ
ネ
ル
で
閉
じ
こ
め
ら
れ
、

外
の
冷
た
い
空
気
と
遮
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
冷
却
効
果

の
高
い
空
気
の
流
れ
が
で
き

る
。
電
源
、
空
調
、
管
理
を

統
合
化
し
た
ラ
ッ
ク
対
応
の

冷
却
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
効
率
が
高
ま

り
、
一
般
的
に
約

―

％

の
電
力
量
を
削
減
で
き
る
と

い
う
。

　
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｃ
内
の
あ
ら

ゆ
る
デ
バ
イ
ス
の
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
す
る
統

合
管
理
ソ
フ
ト
に
よ
り
、
発

熱
量
の
変
化
に
よ
っ
て
冷
却

フ
ァ
ン
の
回
転
数
を
自
動
的

に
調
整
。
「
ど
こ
で
ど
れ
だ

け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
を
常
に
把
握
す

る

同
こ
と
で
、常
に
最
適

な
動
作
環
境
を
維
持
す
る
。

　
ま
た
、
従
来
型
の
空
調
装

置
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た

高
密
度
ラ
ッ
ク
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
り
、
空
調
装
置
の

設
置
ス
ペ
ー
ス
を
削
減
。
導

入
済
み
の
ラ
ッ
ク
に
対
し
て

Ｉ
Ｔ
機
器
の
増
強
や
交
換
な

ど
が
迅
速
に
行
え
る
。

　
電
力
コ
ス
ト
の
削
減
は
、

電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
た
際

の
一
時
し
の
ぎ
で
は
な
く
、

長
期
的
に
は
企
業
の
競
争
力

向
上
に
つ
な
が
る
。
Ｄ
Ｃ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
測
る
上

で
重
要
な
指
標
と
な
る
の

が
、
電
力
使
用
効
率

Ｐ
Ｕ

Ｅ

の
値
。
Ｄ
Ｃ
全
体
の
消

費
電
力
を
Ｉ
Ｔ
機
器
の
消
費

電
力
で
割
る
こ
と
で
求
め
ら

れ
、
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
Ｄ

Ｃ
の
設
備
に
使
わ
れ
る
電
力

使
用
量
が
少
な
く
、
効
率
の

良
い
設
備
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
一
般
的
に
電
力
効
率
が

悪
い
Ｄ
Ｃ
は
Ｐ
Ｕ
Ｅ
が
３
・

０
以
上
と
い
わ
れ
、
一
般
的

な
も
の
で
も
２
・
５
程
度
と

な
る
。

　
Ｄ
Ｃ
の
省
電
力
化
を
推
進

す
る
国
際
的
な
業
界
団
体
な

ど
は
Ｐ
Ｕ
Ｅ
を
推
奨
し
て
お

り
、
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
の
中
で

も
２
・
０
を
下
回
る
値
を
目

標
に
す
る
動
き
が
み
ら
れ

る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
以
外
の
空
調

や
電
源
装
置
に
お
け
る
電
力

消
費
を
い
か
に
抑
え
る
か
。

今
後
の
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め

る
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
る
。


